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	応用
	抗原情報
	背景
	転写因子および核内受容体の活性を刺激する役割を果たします。グルココルチコイドの存在下で、エストロゲン受容体α、核内呼吸因子1（NRF1）、グルココルチコイド受容体の転写活性を活性化します。転写因子および核内受容体の活性を刺激する役割を果たします。グルココルチコイドの存在下で、エストロゲン受容体α、核内呼吸因子1（NRF1）、グルココルチコイド受容体の転写活性を活性化します。過剰発現すると基礎酸素消費量およびミトコンドリア数が増加することが示唆されるように、構成的な非アドレナリン媒介性ミトコンドリア生合成に役割を果たす可能性があります。脂肪酸化および非酸化的グルコース代謝、およびエネルギー消費の調節に関与している可能性があります。骨格筋でESRRA依存的にPERM1の発現を誘導します。
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	(1) HeLa細胞溶解物、(2) マウス脾臓溶解物、(3) ラット脾臓溶解物におけるPGC1β発現のウエスタンブロット解析。

